
が
ん
治
療
に
伴
う
不
妊
に
備
 
 

え
、
若
い
患
者
が
事
前
に
卵
子
 
 

や
精
子
な
ど
を
凍
結
保
存
す
る
 
 

対
策
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
 
 

材凍結保存の流れ  
（卵子の場合） ◆  

が
ん
不
妊
対
策
国
助
成
へ
 
 
 

来
年
度
か
ら
卵
子
凍
結
2
5
万
円
諷
整
 
 

I lピ 

がん治療前に  

卵子を取り出す げ  
T‾、  
▼  

蒸タンクで  
保存 ′ ヽ－●  は

2
0
2
1
年
度
か
ら
登
用
を
 
 

助
成
す
る
方
針
を
固
め
た
。
菅
 
 

内
閣
が
掲
げ
る
不
妊
対
策
の
一
 
 

環
だ
。
助
成
額
は
、
卵
子
2
5
万
 
 

夫の精子と  

′、  

体外受精       ノーー   
治療智  
子宮に移  

円
、
精
子
2
万
5
0
0
0
円
な
 
 

ど
で
調
整
す
る
。
来
年
1
月
に
 
 

設
置
す
る
有
識
者
会
議
の
議
論
 
 

を
踏
ま
え
、
正
式
に
決
定
す
る
。
 
 
 

抗
が
ん
剤
や
放
射
線
な
ど
の
 
 

治
療
を
受
け
る
と
、
卵
巣
や
精
 
 

巣
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
不
妊
 
 

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
対
策
と
 
 

し
て
、
結
婚
し
て
い
る
患
者
は
 
 

受
精
卵
を
、
未
婚
の
患
者
は
卵
 
 

子
や
精
子
な
ど
を
凍
結
保
存
 
 

し
、
が
ん
治
療
後
に
受
精
卵
を
 
 

子
宮
に
戻
す
こ
と
が
あ
る
。
 
 
 

凍
結
保
有
は
公
的
医
寮
保
険
 
 

の
対
象
外
で
、
費
用
の
目
安
は
、
 
 

精
子
が
約
5
万
円
、
受
精
卵
や
 
 

卵
子
な
ど
は
4
0
万
～
8
0
万
円
と
 
 

高
紛
だ
。
経
済
的
な
負
担
が
壁
 
 

と
な
り
、
断
念
す
る
患
者
も
多
 
 

乳房結保存の助成金額（藁）  

受精如   3  0万円   

卵子   2  万円   

卵巣組織   4  0万円   
精子   2万  5000円   

皐＝三…岩．…．，  芦3  0万円   
した場合  

や
、
長
期
保
存
の
有
効
性
な
ど
 
 

は
十
分
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 

こ
の
た
め
、
研
究
事
業
と
位
置
 
 

付
け
、
実
施
医
療
機
関
を
限
定
 
 

し
て
助
成
す
る
。
 
 
 

予
算
規
模
は
年
間
約
2
0
億
円
 
 

で
、
国
と
都
道
府
県
が
半
分
ず
 
 

つ
負
担
す
る
予
定
。
年
約
7
0
 
 

0
0
人
の
需
要
を
見
込
む
。
 

1
回
あ
た
り
の
助
成
の
上
限
 
 

額
は
、
受
精
卵
（
3
0
万
円
）
ヽ
 
 

卵
子
（
2
5
万
円
）
、
精
子
（
2
 
 

万
5
0
0
0
円
）
な
ど
だ
。
 
 

都
道
府
偏
レ
ベ
ル
で
は
、
宮
 
 

城
や
京
都
な
ど
2
1
府
喘
が
助
 
 

成
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、
現
 
 

汎
で
は
昏
治
体
間
で
格
差
が
 
 

あ
る
。
 
 
 

い
。
当
事
者
個
体
な
ど
か
ら
支
 
 

虐
の
要
望
が
乱
て
い
た
。
 
 

由
係
者
に
よ
る
七
、
助
成
専
 
 

業
奏
で
は
、
が
ん
点
者
だ
け
で
 
 

な
く
、
治
療
に
よ
る
不
妊
づ
ス
 
 

ク
が
あ
る
難
病
患
者
も
対
象
に
 
 

含
め
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
 
 

る
。
4
3
歳
ま
で
に
妊
娠
・
出
産
 
 

で
き
る
計
画
を
立
て
ら
れ
る
な
 
 

ど
の
条
件
も
課
す
考
え
だ
。
 
 
 

凍
結
保
存
を
用
い
た
不
妊
対
 
 

策
は
、
比
較
的
新
し
い
方
法
で
」
 
 

妊
娠
や
出
産
に
つ
な
が
る
確
率
 
 


